
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014/15 

 

 役 員 

会 長 杉谷和代   直前会長 石田由美子 

副会長 福田宏子、石田由美子 書記 若林成幸   

会 計 吉田 明、堀江裕一  

会計監査  今田 稔 

六甲部部長 多胡葉子 

メネット連絡 今田和子 連絡主事 谷川 尚、 

 

事  業 

委員長 

 

ＹＭＣＡサービス・ユース 福田宏子 

地域奉仕・環境 福田宏子 EMC 石田由美子 

交 流 石田由美子  ファンド 三品ミチ子 

広 報(ブリテン) 長尾 亘、 (HP)  長尾 亘 

特別事業
  委員長
 

ＮＧＯ 鯖尻佳子  じゃがいも  福田 肇 

バザー 加藤光信 市民クリスマス 若林成幸 

 

お誕生日 

おめでとう！ 

石田由美子（9 月 1 日）樋之内 登志（9 月 17 日） 

三品ミチ子 (9 月 20 日) 谷川 尚(9 月 22 日) 

加藤冨美子(9 月 23 日) 福田宏子(9 月 29 日) 

 

 例会出席者数          ３０名 

在籍会員数          ２３名 

出席会員数            １５名 

出 席 率            ６５．２％  

メイクアップ(内数)    ２名 

メネット         ０名 

コメット・マゴメット３名、ゲスト・ビジター１２名 

ＢＦポイント  ８月           0 円 

       累  計      4,200 円 

にこにこＢＯＸ ８月        3,000 円 

       累  計      25,200 円 

物品販売累計             6,000 円 

 

宝塚ワイズメンズクラブ  ２０１４年９月会報 第３１２号 

        主 題 ・ 標 語 

 国際会長(I P)        Isaac Palathinkal  (インド) 

  主 題： ”Theme:Talk Less,Do More”  「言葉より行動を」 

  標 語： “Do it Now” 

        「今すぐやろう！」 

 アジア地域会長(AP)  岡野 泰和  (日本) 

  主 題： “Start Future Now”  「未来を始めよう、今すぐに」 

  標 語： “One Asia, One World”  「ひとつのアジア、世界はひとつ」 

 

 西日本区理事(RD) 松本 武彦 (大阪西) 

  主 題： 「響き合い、ともに歩む」 

       “To walk together, echoing each other” 

  標 語： 「こころ豊かにワイズ活動を展開し、ワイズスピリットをつないでゆく」 

 六甲部長     多胡 葉子(宝塚) 

  主 題： 「わたしとあなたの Y’S ダムを YMCA と共に」 

        《ユース・交流・地域》 

 宝塚クラブ会長  杉谷 和代 

  主 題： 「Share する喜びを感じよう、その輪を広げよう！」 

        “ Let’ s feel the joy of sharing, Widen the circle of it  ” 

今月のテーマ： メネット 

  あなたがたは地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば、その

塩は何によって塩味が付けられよう。もはや、何の役にも立たず、外

に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだけである。 

                                                                    

                      （マタイ福音書５章 13 節） 

                     

 

 

 

 

 

                            

                       

２０１４年９月納涼例会 

  日 時：２０１４年９月１０日(水)18:30 
  場 所：宝塚ホテル  ゴールドの間 
  会 費：会員 3,100 円、会員外 3,500 円 
               ドライバー    谷川 尚 
                長尾 亘 
  開会点鐘          石田由美子副会長 
  ワイズソング        全   員 
  聖 書           三品 ミチ子 
  祈 祷           今田和子メネット 
  ゲスト・ビジター紹介    石田由美子副会長 
  会長報告、 
  YMCA 報告         谷川 尚連絡主事 
  会  食 
  ゲストスピーチ  関西学院大学名誉教授 
             小山 泰氏 
          「一科学者として、一クリスチャン     
              として学んだこと」 
  誕生日のお祝い 
  閉会点鐘          石田由美子副会長 
   
   
   
 

  
 

８ 

月 

実 

績 
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 ８月は恒例の納涼例会。毎年宝塚ホテルの屋

上で開催されているビアガーデンで特別席を

作ってもらい開催していたが今年はいつもの

ゴールドの間でビアガーデンのメニューのブ

ッフェ方式で開催した。 

メンバー13 人、ゲスト 15 人（マゴメット 2 人

を含む）の 28 人。そのうち他クラブから土佐

堀クラブ 6

人、河内ク

ラブ 3 人、

和歌山クラ

ブの阪和部

長、今日の

ゲストスピ

ーカと彼女

の付き添いではんしん自立の家の職員の方と

コメット一人の 15 人。クラブのメンバーより

もゲスト、ビジターの方が多い例会となった。 

 堀江メンの司会のもと杉谷会長代理で福田

宏子副会長の開会点鐘、ワイズソングの斉唱、

吉田メンの開会祈祷で第一部が始まった。ゲス

ト、ビジター紹介の後、会長及び各委員からの

報告がおわり、今日のメインゲストによるスピ

ーチへと進んだ。 

 ゲストスピーチは、はんしん自立の家に今年

の３月から六ヶ月間の研修（イギリスが世界 20

以上の国々に派遣しているラティテュ―ドか

らの派遣学生ボランティア）でオーストラリア

から来られた Gabbrielle Warrenn さん。彼女

は高等学校を卒業して大学に入る前の期間の

六ヶ月をボランティアとしてはん自立の家で

研鑽された。其の六ヶ月の研修を終え明日には

帰国される前日であったにもかかわらず私た

ちの招待を受け入れ、パワーポイントを使って

はんしん自立の家での働きを武田寿子ワイズ

の通訳で報告してくださった。彼女の研修期間

中に何度かはんしん自立の家にボランティア

で訪れた私の目にはいつも彼女が入居者の

方々に寄り添い車いすを押しての移動やお食

事等の介助を笑顔でしておられた姿が印象的

だった。 

 スピーチが終わり、会食と交流のひと時。浴

衣姿の若林ワイズによるシャンパンでの乾杯

から始まり、サイドに出された数々のお料理に

舌鼓をうち飲み放題のお酒を楽しみ賑やかな

会食と交流の時を過ごした。一通りお料理が

我々の胃袋を満たした頃にメンバーの女性陣

はプワナミバイオレットのメンバーに早変わ

り。いつもの衣装に着替えて見た目はフラのエ

キスパート。 

石田ワイズの指導のもと全員でフキラウソン

グの曲に併せてフラのレッスンが始まった。ワ

イキキの浜辺で魚を獲る場面を想像しながら、

全員大いにフラを楽しんだ。  

 その後土佐堀クラブの８月納涼例会へのお

誘いのアピールとはんしん自立の家の松中さ

んから 11 月 20 日に予定されているストラディ

バリウスチャリティコンサートのアピールが

あった。 

最後に８月の誕生日のお祝いをし、福田副会長

の閉会点鐘で楽しい例会の幕が閉じられた。 

              多胡葉子 

 

   ＝シアトルから会長報告２号＝ 

 

早いもので折り返し点を過ぎると急に時間

の経つのが早い気がして複雑な気持ちである。

第２号で私のシアトル報告もおしまいで、その

都度書きとめていた記録を読み返してみると

もう遠い昔のことのようなので、もう一度新た

に今の状況を報告することにした。８月２２日

(金)はクラスを終えた後 Amtrak で Vancouver

に向かった。学校から解放されて２泊３日の楽

しい週末を過ごした。ITC のカナダのクラブの

例会に招かれて世界大会以外に彼らに会える

   ８月第１例会報告 
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機会は大変貴重でお互いに新鮮な気分を味わ

うことが出来た。Amtrak は一度乗ってみたい

と思っていたので、短距離ではあったが良い体

験が出来た。軽快に走る新幹線に比べると速度

もスローだし、車内販売もないし、ビストロカ

ーも狭く、いろいろ劣る点はあるがそれでもア

メリカの列車を体験できたことは良かった。記

憶をさかのぼると、こちらに来てすぐに IBC 

Yakima の Mr. Wayne Smith からメールが来

て、９月６日に特別に現会長宅で私の歓迎の

Meeting をしてくださるとのことに興奮した。

そうこうしているうちに、シアトル在住の

Wayne の一人娘の Heidi から Tel があり、歴史

的な Panama Hotel で私と会うことが決まり、

早速下見をして当日彼女と一人娘のお嬢ちゃ

んと会うことが出来た。初対面とは思えないほ

ど会話が弾み彼女のアクションの早さと親切

のお陰で当日は彼女の近くでご主人がメンバ

ーである YMCA にも案内してもらった。親切

なスタッフの案内で館内をツアーした。一日の

うちに沢山のインフォーメーションを得るこ

とが出来たのは Heidi の心配りのお陰だと感謝

の気持ちでい

っぱいである。

ついでにやさ

しい素敵なご

主人にも会う

ことが出来た。

しばらくして、

神戸ポートの山崎さんからシアトル Y's を紹介

していただき、メールを出すと Mr. Lee 

Woodard から連絡がり、早速電話でいろいろ話

すことが出来、小さいクラブだけれど何人かが

私のために集まってくださるとのこと。現在連

絡待ちである。帰国まで３週間余りの間には

Yakima、Seattle Y's 訪問など忙しくなりそう

で、勉強と並行して積極的に体験して行きたい

と興奮しているところである。私のような若輩

が、こうして皆さんのサポートを受けて貴重な

体験が出来るのも、今まで彼らと交流を継続し

てこられた先輩方の努力のお陰だと心から感

謝している。日本はお盆が過ぎて暑さも和らい

でいるころでしょうが、こちらも秋が足早に近

づいてくるようである。See you soon! 

              杉谷会長 

 

             

     ８月第 2 例会報告 

 

8 月 20 日 18 時 30 分から宝塚西公民館会議室

にて 8 月第２例会行われ、石田、吉田、堀江、

長尾、若林各ﾒﾝ、今田ﾒﾈｯﾄ、谷川主事が出席、

六甲部長「部長訪問ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」と重なったため、

多胡・福田宏は芦屋ｸﾗﾌﾞ例会に参加した。杉谷

会長が外遊中のため石田副会長が議事を進行

した。 

１．各地区部会参加者の確認（8/20 現在） 

 8/31(日) 中部部会 四日市都ﾎﾃﾙ、多胡・  

      石田 

 9/6（土）六甲部会 関学会館、原則全員参加 

 9/13（土）阪和部会 和歌山 YMCA 0 名 

 9/14（日）京都部会 ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞ京都 

      堀江・石田 

 9/20（土）中西部会 大阪ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ 多胡・   

      福田・堀江・三品・石田 

 9/21（日） びわこ部会 大津ﾌﾟﾘﾝｽ 多胡？ 

 9/27（土） 西中国部会 岩国 YMCA 

       多胡・福田・杉谷・長尾・堀江 

       青柳・若林 

 9/28 (日)  九州部会 天草亀谷ﾎﾃﾙ 

      多胡・福田・杉谷・堀江 

 10/4（土）瀬戸山陰部会 やまさとﾎｰﾙ 0 名 

 

２．各委員会報告 

 ①じゃがいも販売についての確認 

  販売計画 400 箱、販売価格 2200 円（税  

  込）搬入日 10/4(土)9 時、大林宅 

  計画達成を確かなものにするため、各人の 

  販売個数の事前登録を進める。 
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 ②市民クリスマス 

出演者として、第１部 崎本晴子氏（ｵﾙｶﾞﾝ）、

田中良和（テナー独唱）、ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ･ﾀﾞｶｰﾎﾟ、さ

んだﾜｲｽﾞ有志のベルｸﾞﾙｰﾌﾟを決定、聖書朗読者

は交渉中。第２部 関学ﾌﾗ・マハロ、ｼﾞｰﾝｽﾞ･ｱ

ﾛﾊｽﾀｼﾞｵ、ポップン。 

合唱団員募集案内状をこれまでに出演協力の

あった約 100 名に送付。9 月下旬から練習（11

回）を行う。 

 

３．例会の運営について 

 9 月 関西学院大学名誉教授 小山 泰氏 

   「一科学者として、一クリスチャンとし   

    て学んだこと」 

10 月 プロ野球アナウンサー西澤 暲氏 

   「阪神タイガース四方山話」（仮題） 

11 月 桑田メン 

12 月 クリスマス例会にゴスペルによるミニ  

   コンサートを検討。杉谷会長を通じて出  

   演者に打診依頼。その後、快諾の報。詳 

   細は後日。 

 

４．谷川主事の出張 

   谷川主事は日本 YMCA 同盟主催の研修 

   に参加のため9月～11月の約3ヶ月間出 

   張される。不在中は、西宮つとが 

   YMCA 保育園の三島浩司氏 

   が担当される。 

 

５．ブリテン９月号の作成日程・寄稿分担を確 

  認した 

 

                若林成幸 

        

～～ゲスト・プロフィール～～ 

 ※１０月例会、（１０月８日） 

 西澤 暲氏 関学出身の最高齢（８０才）の

現役アナウンサー。プロ野球中継『サンテレビ

ボックス席』で、32 年間にわたって阪神タイガ

ースの公式戦を中心に 500 以上の試合の実況

を担当。アメリカンフットボール中継・関連番

組にも、武田建（関西学院大学ファイターズの

元監督）とのコンビを中心に、実況担当として

長らく活躍した。最近の著作「阪神戦・実況 32

年。甲子園の放送席から見たタイガースの真実」 

 

 

 

 2014 年 8 月 6 日（水）、今年も宝塚市民花火

大会の日に合わせ入居の方々が楽しみにされ

ている夏まつりに宝塚クラブからも多胡葉子

メン、長尾亘メンと共に参加しました。会場は

ホーム屋上です。暑いさなかからボランティア

のご奉仕で提灯や屋台が設けられ気分満点で

した。 

 3 月から月 1 回、30 分ですが「フラ講座」と

して入居者の方々とフラを楽しんでいます。 

きっかけは去年、12 月に開いた「宝塚市民クリ

スマス・キャロルを歌う夕べ」に 4 名の入居者

の方が参加され、関学三田フラサークル・マハ

ロのフラ「花は咲く」を見てぜひ習いたいとの

リクエストを頂きました。 

私がインストラクターとして指導している西

宮北口・コナミフラクラスの会員の方が毎回お

手伝いをして下さり賑やかに、和やかにお稽古

出来た事は

大きな感謝

です。 

 入居者の

方は全員車

椅子です。で

もフラは手

の動き、指の

動きが重要なので座って踊っても何の支障も

ありません。 

フラ講座は最初の２～3 回は歌声は小さく、手

チェシャーホーム「はんしん自立の家」 

夏まつり 
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の動きも目立たない感じでしたが、夏まつりが

近づき、目指すものがクリアになって来るとど

んどんモチベーションが上がって来ました！ 

お稽古が始まる前から歌声が聞こえ、手の動き

も以前とは全く違う正確な形になって来まし

た。 

5 回のフラレッスンの結果、夏まつり当日は全

盲のＴさんも助けなしに手踊りが出来ました。 

毎回、「先生、楽しいわ」と声をかけて下さる

ＴさんやＳさんに励まされて大きなパワーを

貰いました。最大イベントの花火は高い建物が

増えたせいで屋上からでも一部しか見えず残

念！ 

 次はクリスマスのために「きよしこのよる」

をフラで練習します。コーラス練習も多胡葉子

メンら 3 人が月に一度奉仕されていて、現在「き

よしこのよる」を練習中。 

暑い、暑い、と言ってる間もなく直ぐに本番に

なりそうです。    石田 由美子  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ☆土佐堀クラブ納涼例会に参加して 

 

 ８月１９日、土佐堀クラブ納涼例会に宝塚ク

ラブから６名参加しました。 

会場に入ると皆様浴衣姿でお出迎え、これから

始まる納涼例会に期待感が膨らみました。 

開会点鐘、ワイズソング、ゲスト紹介、聖句朗

読も終え、皆さんと歓談です。その後関学三田

フラサークル「マハロ」６人の手足の動きの揃

ったフラダンス。手の動きにもちゃんと意味が

あることの説明もあり優しくゆっくり動かす

手の動きにも注目です。 

また我宝塚クラブの石田メンのハワイ最後の

女王リリウオカラニの幽閉された話も感動的

でした。外部との接触を一切許されなかったの

ですが、花束を受け取ることだけが許された彼

女はハワイの人達が送ってくれる花束の包み

紙である新聞紙で外部の情報を知ることで出

来たようです。送られた花の中でもとりわけ女

王の隠れ家「パオオカラニ」の庭に咲く花に慰

められたようです。そのときの感動を歌にした

「クウ パオ パオオカラニ」を石田メンが心

を込めて踊

られました。

なんて美し

いフラダン

スなのでし

ょうか。 

私達は女王

とハワイの人々の交流に想いを馳せ心温まる

ひとときを過ごすことができました。 

その後、岡野メンによるファンドオークション

で大変盛り上がり和やかな交流の中各クラブ

のアピール、お誕生日祝いの後皆でＹＭＣＡの

歌を心を一つにして合唱。 

「交流こそワイズの楽しさ」を実感した一日で

した。           鯖尻佳子 

    

 

   ☆大阪河内ワイズメンズクラブ 

          

 8 月 21 日、阪急梅田駅で石田さん、福田さん

そして三品の 3 人は夕方 5 時に待ち合わせ、 

大阪河内ワイズの 8 月納涼例会に行ってまいり

ました。私にとっては、大変お世話になったク

ラブです。ボツボツ中西部、阪和部、六甲部の

方々が６階の入り口付近に集まり１０人以上

の女性軍で急に元気で華やかな雰囲気と笑い

声に変わりました。定刻きっちり６時半、いつ

も几帳面で有名な丸尾さまの司会と正野会長

の明るい打ち解けたお話しぶりで、プログラム

は和やかに進行、会場の皆さまも本当に笑顔で

溢れていました。例会プログラムのハガキには

     他クラブ訪問記   
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涼しげな朝顔の絵がかかれていて大変さわや

かな風が吹くようでした。次に青野剛暁氏（都

構想推進大阪府議会議員団 大阪維新の会/み

んなの党｝のお話しがありました。[維新の会]

については、若い優秀な人々を集めて研修会を

なさったり、色々の方を呼んできて人気集めを

したり、離れたりと国民が納得いくような結果

がも

う一

つ見

られ

ない

のが

残念です。、時間が経つにつれ近くのアジアの

中だけでも気を許せない状態です。優秀な議員

様を抱えておられる議員団の皆さまどうぞ日

本の歴史、外交はもとより日本列島の危険箇所、

鉄道や橋の危険箇所も是非調べて、日本国民が

安心して住める所にして欲しいと心から願っ

ています。 

楽しみのお食事時間は全員ニコニコ顔です。そ

れもそのはず、ご馳走のどれもが、味付けも、

品数も、彩りも皆完璧なのです。又食べに行き

たい”河内クラブへ“本当にご馳走さまでした。”

最後のおたのしみはオークションで、元気印の

お野菜といわれるだけあって、あっという間に 

完売。楽しい時間を過ごさせて頂きました。お

もてなしの優しい心、充分にいただきました。 

            三品 ミチ子 

                      

 

 

 

 

 

 

                             

セミの鳴き声とともに本格的な夏の暑さが少

し秋の気配を感じる今日この頃です。一日一日

があっという間に過ぎ、気付いたらもう園の１

学期が終わろうとしています。 

４月に入園した園児は、今では新しい環境にも

慣れ、園庭には日々元気な声が聞こえています。

また私は、遠足・保育参観・七夕まつり・夏ま

つり・プールなどの行事を通しても活発な園児

からたくさんの元気をもらっている毎日です。 

先日行われた夏まつりでは、在園児のみならず

卒園児の姿もたくさん見られ、ゲームやバザー

での売り子などで多用な一日でした。 

夏まつりの行事がやっと終わったと思ったの

も束の間、プールや水遊びも始まりました。梅

雨に入り、なかなか園庭では遊べず、パワーが

有り余っている園児たちは、一日中保育室を走

り回って体を動かしたくてウズウズしている

様子でした。そんな園児たちもプールの日には、

「今日はプール‼」とプールを楽しみに登園し

てきます。 

水を怖がる園児はほとんどおらず、この暑さの

中、プールは園児のみならず職員たちにもいい

クールダウンになっています。 

  仕事の都合で、なかなかワイズの活動に参

加できていませんが、日々ワイズの皆様に支え

られ、活かされていることに感謝しています。 

１１月には、大学時代にＹＭＣＡのボランティ

アリーダーとして共に活動した仲間と一緒に

クラブ例会に出席したいと思っていますので、

またよろしくお願い致します。 

                                 

                                                               

 【今月のみ言葉】 

 「あなたがたは地の塩である。」――この言

葉は、イエス・キリストが弟子たちに語った有

名な言葉ですが、この短い一文の中には、実に

深い意味がこめられています。 

「地の塩」の「地」は、私たちが住んでいるこ

の大地、この世界を意味し、「塩」とはもちろ

ん、食べ物に味をつけ、保存し、さらに汚れを

清める等、様々な機能をもつあの塩のことです。

その意味でも、この「地の塩」という表現は、

     近 況 報 告 

         桑田 勝弥 
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この世界にあって重要な役割を果たす貴重な

存在を指し示しており、「あなたがたは地の塩

である」という言葉は、まさにあなたがたこそ

がそのような貴重な存在なのだと言明すると

ともに、そのような存在になるようにと励まし

てしているのです。 

しかし、ここで注目したいのは、「地の塩」の

地味なイメージです。大地に塩がまかれていて

も、それに気づく人はいないでしょう。その意

味でも、その働きは地味で目立たなくてもなく

てはならない存在、いわば空気のような存在を、

この言葉は言い表しているのではないでしょ

うか。事実、私たちの周囲にも、その働きは目

立たず、社会的に評価されなくても、貴重な働

きをされている方が無数におられます。そして

そのように、必ずしも人から評価されなくても、

それぞれの置かれた場で、他者に仕え、地味な

がらも社会に仕えていこうとする生き方こそ

が貴いのだと、この言葉は現代に生きる私たち

に訴えかけているように思います。 

              嶺重 淑 

 

 

 

 

    

 

元宝塚クラブで岩

国クラブに転会さ

れた辻先生の縁で

岩国クラブと DBC

になりました。辻先

生がおられる教会

は山口県周防大島

にあり、瀬戸内海に

面した素晴らしい

所でハワイに移民

した方が多くおら

れて、今もハワイと

交流が続き、フラの盛んな所です。そして毎年

フラの大会が７月から８月の週末にあり、宝塚

クラブの石田ワイズのフラチームが出るので

応援に付いて行きました。私のもう一つの目的

は大島教会の礼拝に参加する事です。来年も行

く予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

１．三宮会館感謝礼拝で閉館 

 去る 8 月 2 日（土）に、110 名の参加者を得て、

三宮会館感謝礼拝を開催しました。それぞれに三宮

会館に思いを持つ会員、旧職員、リーダーOBOG な

どが集まり、寂しい思いの中にお互いを懐かしむ笑

顔が溢れる時となりました。感謝礼拝は神戸教会の

菅根信彦牧師がメッセージをしてくださり、アブラ

ハムが人々を連れて約束の地カナンを目指し、約束

どおりにその地が与えられたことになぞらえて、神

戸 YMCA の新しい約束の地への旅立ちに対して激

励の言葉を伝えてくださいました。また、礼拝の後、

神戸 YMCA ベルクワイア内のグループ「ベルアン

サンブル神戸」が 4 人によるハンドベルの演奏をし

てくださり、花を添えてくださいました。お茶会で

は懐かしい方々と共に懇談のひと時を持ち、多くの

方が三宮会館に別れを告げるために、館内を見学し

ていかれました。三宮会館は 9 月から解体工事に入

る予定です。 

 

２．宝塚ワイズ・六甲部担当主事について 

 宝塚ワイズ・六甲部担当主事の谷川ですが、9 月

中旬より 11 月いっぱいまで、日本ＹＭＣＡ同盟で

行われるステップ 2 参加のため、しばらくは日本Ｙ

ＭＣＡ同盟東山荘（静岡県）、在日本韓国ＹＭＣＡ

アジア青少年センターなどでの研修を受講します。

しばらくの間、不在になりますが、その間は西宮つ

とがわＹＭＣＡ保育園の三島浩司（みしまこうじ）

が、担当主事を代行します。皆様にはご迷惑をお 

YMCAだより 

 

 

  大島教会、辻先生を訪ねて 
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けしますが何卒よろしくお願いします。三島ですが

連絡は、西宮つとがわＹＭＣＡ保育園

（0798-26-1016）もしくはメール：

kmishima@kobeymca.org となります。 

 

３．今後の予定    

 1) 第 31 回チャリティゴルフ 

    日 程：１０月２２日（水） 

    場 所：芦屋カンツリー倶楽部 

 2) 2014 年度 YMCA リソース・モービリゼーシ  

   ョン・ワークショップ地域の人財・企業の参  

   画によって、より多くのパブリックサポート 

   を得ることができるように、アメリカ YMCA 

   から第 1 人者を招いて研修が行われます。今  

   年の研修が第 2 回目となり、昨年の研修後、 

   成果の出た YMCA の報告が届いています。 

   関心のある方はぜひご参加ください。 

日 時：１０月１０日（金）１８：００～ 

       １２日（日）１６：００ 

場 所：大阪 YMCA 会館 

参加費：５，０００円 

 

 3) 第１８回日本 YMCA 大会 

   日本の YMCA 全体が「YMCA ブランドの再    

   生」「オールジャパン YMCA の革新」に向か 

   って行動しようとしています。そのために、 

   より多くの関係者が秋の東山荘に結集し、語 

   り合う機会を持とうとしています。神戸から 

   もバスを出します。ご参加ください。 

     日 程：１１月２２日（土）～ 

            ２４日（月・祝）  

           ２泊３日 

場 所：YMCA 国際青少年センター  

         東山荘（御殿場市） 

参加費：２６，０００円（ユース １５，０００円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   


